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那賀川（なかがわ）

（一級河川）

水系名： 那賀川水系

河川名： 那賀川

幹川流路延長： 125km
流域面積： 874km2

流域内人口： 約47,000人
（国土交通省・日本の川より）

徳島県那賀郡の剣山に源を発し，

徳島県下では吉野川に次いで2番
目に大きい河川

多雨地帯，急流河川，脆い地質

→ 水害，渇水，土砂災害

（参考）矢作川
幹川流路延長： 118km
流域面積： 1,830km2

流域内人口： 74万人



長安口ダム

川口ダム

那賀川とダム群

小見野々ダム

河川整備計画では，「砂レキが復活し清流が流れる川づくり」を基本理念としている．

（国土交通省・日本の川より）



長安口ダム
（1956年竣工）

クレストゲート：鋼製ローラーゲート（１～８号）

（１～６号） 高さ14.70m×幅10.0m×6門
（７号） 高さ20.52m×幅10.0m
（８号） 高さ19.64m×幅10.0m

形式： 重力式コンクリートダム

高さ： 85.5m
湛水面積： 224.0 ha
総貯水容量： 54,278,000 m³
有効貯水容量： 43,497,000 m³

治水，発電，利水を目的とした多目的ダム．

徳島県が施工・管理を行っていたが，ダム堆砂を
はじめとする様々な問題が生じ，県の要請で四
国地方整備局に2007年より管理が移管された．
その後，新設ゲート（7,8号）の建設などダム改造
事業が行われた．

（参考）矢作ダム
型式： アーチ式コンクリートダム
高さ： 100.0 m
湛水面積： 270.0 ha
総貯水容量： 80,000,000 m³
有効貯水容量： 65,000,000 m³



ダム堤体から下流側を望む



川口ダムと発電所



長安口ダムへの堆砂状況（1952〜2014）
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特集報文：持続可能な土砂マネジメント 
 

長安口ダム堆砂対策における下流河川土砂還元による河道応答 

白川豪人・郷田正博・滝本隆也・髙橋恵理 

1．はじめに 1 

 長安口ダムでは堆砂対策として、貯水池で土砂

の掘削除去を行い、年間約200千㎥の日本最大級

の下流河川土砂還元を行っている。今後は長期的

堆砂対策として、全国で初めて管理型堆砂計画を

導入し、運搬能力の増強が可能な堆砂除去土砂運

搬設備（ベルトコンベア）を用いた排砂管理を実

施する予定である。本稿では、モニタリング調査

により把握したダム下流への土砂還元による河床

環境の応答状況について報告する。 

2．下流河川への土砂還元の実施状況 

2.1 長安口ダム堆砂対策の概要 
 長安口ダムは一級河川那賀川の中流部に位置す

る多目的ダムである。長安口ダムの上流域は土砂

生産が活発であるため、長安口ダム貯水池では経

年的な堆砂に加え、大規模土砂災害時の土砂流入

により、総貯水容量54,278千㎥の29%にあたる約

15,977千㎥の土砂が堆積している（図-1）。 
 長安口ダム改造事業の堆砂対策では、初期掘削

により捕捉ポケットを確保し、貯水池へ流入する

──────────────────────── 
Channel Responses to Sediment Replenishment to 
Downstream Rivers in Nagayasuguchi Dam Reservoir 
Sedimentation Management 

礫分・砂分を陸上掘削により捕捉・除去する。掘

削土砂は主に置土によりダム下流河道への土砂還

元に利用している（図-2）。  

 

図-2 長安口ダム改造事業の堆砂対策の概要  

 堆砂除去範囲は、支川である坂州木頭川の追立

ダム箇所と十二社箇所、那賀川本川の平谷箇所の

3箇所である（図-3）。陸上掘削した土砂は、主た

る土砂還元地点であるダム直下の小浜・小計箇所

までダンプトラックにより運搬している。長安口

ダム改造事業での平成19年度～平成26年度の堆

砂除去量は約1,272千㎥であり、そのうち約1,130
千㎥を下流河川土砂還元し、約143千㎥は土地造

成等の有効利用を図っている。 

 
 

 

図-1 長安口ダムの堆砂量の経年変化  

・出水時にまとまって土砂が流入．
・1991年から年間4,000m3程度の土砂還元が行われていたが，反対もあり5年で中止．
・2007年から開始した置土事業により2023年までに177万m3の土砂をダム下流に置土．
約149万m3の土砂が下流へ還元された．（我が国最大規模）

白川ほか（2016）：長安口ダム堆砂対策における下流河川土砂還元による稼働応答，土木技術資料
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■堆砂量の推移

全堆砂量

堆砂容量内堆砂量

有効容量内堆砂量

恵南(東海)
豪雨

年堆砂量 280万ｍ3

(千ｍ3)

（参考）矢作ダムの堆砂量の推移
（国交省矢作ダム管理所ホームページより）



置土の実施状況
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60%粒径：12㎜

還元土砂(置土)の粒度分布
（平成20年調査結果）

長安口ダム

川口ダム
那賀川

土砂還元
（朝生箇所）

土砂還元
（川口ダム下流箇所）

土砂還元
（桜谷箇所）

土砂還元

（小浜・小計箇所）

施工状況

小見野々ダム

追立ダム

堆砂除去箇所
（十二社箇所）

堆砂除去箇所
（平谷箇所）

堆砂除去箇所
（追立ダム箇所）

土砂還元
（吉野箇所）

※国土地理院発行の数値地図25000より作図

平成19年～平成28年の土砂還元（置土）量
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■ 土砂還元実績
● 平成19年～平成28年の10年間に、約1,372千ｍ3の土砂還元が実施されている。

● 掘削箇所の粒度分布をもとに求めた還元土砂（置土）の粒度分布は、60％粒径12㎜、礫分76％、砂分24％の礫集団で構成されている。

長安口ダムの堆砂進行状況
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・近年は年平均で15万m3程度の置土
を継続的に実施

・最近は小計地区中心

国交省那賀川河川事務所ホームページより
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那賀川における土砂還元の概要について



還元土砂の粒度分布
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図-3 長安口ダム改造事業における堆砂対策位置図  

掘削箇所の粒度分布をもとに求めた還元土砂の

粒度分布は、砂分24%、礫分76%であり、60%粒

径12mmの礫集団で構成されている（図-4）。 

 
図-4 還元土砂の粒度分布（平成20年調査結果）  

2.2 還元土砂の流下状況 
 還元土砂の流下量は平成21年度出水以降、置

土箇所の出水前後の測量により算出しており、平

成27年度までに合計約1,003千㎥の土砂が流下し

ている（表 -1）。大規模な出水が発生した平成23
年度には約215千㎥、戦後最大流量を記録した台

風が発生した平成26年度は約291千㎥の土砂が流

下した（図-5）。 

3．下流河川への土砂還元の応答状況 

3.1 土砂還元後の河床の変動状況 
 流下量を算出している平成21年出水前～平成

26年度の河床の変動状況を図-6に示す。セグメン

ト区分により、那賀川の河道を以下4区間に大別

している。 
①  セグメント1区間(50.48k～63.76k) 
②  セグメントM・2-1混在区間(22.6k～42.5k) 
③  セグメント2-1区間(2.0k～22.6k) 
④  セグメント2-2区間(-0.8k～2.0k) 

 セグメント1区間の57.0kより上流では、平均

的に見ると最深河床が2m以上、平均河床で1～
2m程度上昇している。川口ダム下流のセグメン

トM・2-1混在区間では、平成15～26年には河床  

図-5 平成26年度の還元土砂流下状況  

上昇の傾向が見られ、最深河床の変動幅は1m程

度である。セグメント2-1区間では、3.4k～6.4k
の範囲で1m以上の河床上昇箇所があるが、その

他の範囲では最深河床は低下傾向で、平均河床高

の変動は小さい。セグメント2-2区間では、最深

河床高で2m程度、平均河床高で0.5m程度の河床

低下がみられる。 
平成21年出水前の横断測量と平成26年台風11

号出水後の横断測量から算出した河床変動量を図

-7に示す。セグメントごとの河床変動量は、川口

ダム貯水池上流域のセグメント1区間で約513.4
千㎥、川口ダム貯水池内で約252.4千㎥と、合計

約765.8千㎥が堆積している。小浜・小計・桜谷

箇所の置土流下量は約762千㎥であり、長安口ダ

ム直下の支川古屋谷川からの流入は約5千㎥であ

ることから、長安口ダム下流で置土し流下した土

砂は、主に川口ダム貯水池までの区間に堆積して

おり、土砂還元を開始した平成19年度からの約

10年間で約10km程度下流へ移動したものと推察

される。 

朝生 吉野 川口 桜谷 小計 小浜 合計

H21 H21.8.10出水 57,000 11,000 4,000 48,000 120,000

H22 H22.6.26出水等 2,000 5,000 64,000 53,000 124,000

H23.5.29出水等 4,000 8,000 8,000 20,000

H23.7.19出水等 6,000 13,000 3,000 91,000 61,000 174,000

H23.9.3出水等 2,000 18,000 1,000 21,000

計 10,000 15,000 3,000 117,000 70,000 215,000

H24.6.19出水 31,000 2,000 33,000

H24.7.12出水 8,000 8,000

H24.9.17出水 11,000 1,000 12,000

計 50,000 3,000 53,000

H25.6.26出水 4,000 10,000 14,000

H25.9.4出水 1,000 28,000 23,000 52,000

計 1,000 32,000 33,000 66,000

H26.6.6出水 55,000 41,000 96,000

H26.7.10出水 11,000 11,000

H26.8.2出水,H26.8.10出水 11,000 88,000 85,000 184,000

計 11,000 143,000 137,000 291,000

H27.7.17出水等 119,000 15,000 134,000

計 119,000 15,000 134,000

57,000 10,000 40,000 12,000 525,000 359,000 1,003,000

H23

年度 置土が流下した出水
置土流下量（ｍ３）

合計

H24

H25

H26

H27

表-1 各地点別の置土流下状況  

白川ほか（2016）：長安口ダム堆砂対策における下流河川土砂還元による稼働応答，土木技術資料



出水時の
状況

ダム下流置き土の様子（長安口ダム）

出
水

出水前（H26.7.11） 出水前（H26.7.11） 出水前（H26.7.11）

川口ダム下流箇所

出水後（H26.8.19） 出水後（H26.8.11） 出水後（H26.8.11）

出
水

出
水

約85,000m3流下 約88,000m3流下 約11,000m3流下

【平成２６年度出水（台風11号）】

出水前（H27.6.24） 出水前（H27.6.17）

出水後（H27.7.21） 出水後（H27.7.17）

【平成２7年度出水（台風11号）】

小計箇所小浜箇所 小計箇所小浜箇所

出
水

出
水

こはま こばかり かわぐち こはま こばかり

最大放流量４６１８．３m3/s最大放流量５３８４m3/s

約119,000m3流下約15,000m3流下
国交省那賀川河川事務所
ホームページより
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2022年台風14号での置土の状況
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3.2 モニタリング調査の概要 
長安口ダム改造事業では、平成19年度から下流

河川土砂還元を開始し、平成20年度より還元土

砂による河床環境の変化に対するモニタリング調

査を開始した。調査個所は、長安口ダム下流62k
～川口ダム上流50kの間と、リファレンス区間と

して支川の古屋谷川で実施している（図-8）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-8 モニタリング項目と調査位置図  

3.3 河床材料の変遷と分布状況 
 小浜地区・小計橋付近の河川景観の経年変化を

図 -9に示す。平成19～21年は河床に大きな石が

多く存在し、空隙の多い環境であったが、平成

23年度には河床全体に粒径の小さな砂礫が堆積

する環境に変化した。平成26年度は小粒径の砂

礫が堆積することで河床の空隙が減少し、単調な

河床となった。小計橋付近では約4m河床上昇し、  

図-9 河川景観の経年変化（小浜地区・小計橋） 

置土地点から流下してくる中礫以下の粒径が約

85%を占めるまでになった。平成27年度には小

浜地区では河岸の土砂堆積が進行した。 
50k～62k区間における平瀬の河床材料の分布

状況を図 -10に示す。還元土砂の堆積が見られる
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白川ほか（2016）：長安口ダム堆砂対策における下流河川土砂還元
による稼働応答，土木技術資料
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川口ダム貯水池区間 長安口ダム下流区間川口ダム下流区間

堆積量：513.4千m3堆積量：252.4千m3

白川ほか（2016）：長安口ダム堆砂対策における下流河川土砂還元
による稼働応答，土木技術資料



置き土後の河川景観と河床材料の経年変化（長安口ダム）

ウグイ

H21.1月撮影

H24.8月撮影

H26.12月撮影

H21.1撮影

H24.9撮影

H26.12撮影

H28.3撮影 H28.1月撮影

・河床にヘドロが堆積

・土砂の供給がみら
れる

・ヘドロの堆積が減
少

・大量の土砂が供給
され、寄州が形成

・大規模出水により
土砂が再度流され、
大礫が露出

・河床が多様な形態
を形成している

○還元土砂による堆積で浅くなり、平瀬や早瀬等の瀬に変化している。
○河床材料では、岩や石が中礫・細礫の堆積により埋没し、還元土砂の粒径割合に近い状
態に変化している。

長安口ダム下流小計橋付近の河床材料の変遷

（国交省那賀川河川事務所ホームページより）



置土の流下による効果(1)
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土砂の堆積が顕著に見られる長安口ダム下流の小

計橋(60.3k～60.5k)付近では、平成21年頃まで見

られた直線的で緩やかな流れの“とろ”が還元土

砂の堆積により浅くなり、流れの速い早瀬や平瀬

等の瀬に変化している。河床材料では、岩や巨石

が中礫・細礫の堆積により埋没し、還元土砂の粒

径割合に近い状態に変化している（図-11）。  

3.4 瀬淵分布の変遷 
平成22年から平成27年の瀬淵分布の変遷を図 -

12に示す。全体的な水域面積は減少しているが、

早瀬環境は位置・面積とも大きな変化は見られず、

平瀬環境が増加し、淵環境が減少している。長安

口ダム建設以前から変化の無い瀬は平成27年度

においても維持されている。また、水衝部等に見

られる淵は、土砂堆積の影響が見られる56.8kよ
り上流の区間においても残存している。このこと

から、土砂堆積が進んでも、瀬も淵も有する河川

形態は維持されることが示唆された。 
3.5 川口ダム上流の河道環境変化状況 

モニタリング調査により把握した、土砂の堆積

状況や水面勾配、河床材料といった物理環境項目

から、長安口ダム下流から川口ダムまでの間をA

～Eの5区間に区分し、空間比較を行った（図 -
13）。  
土砂堆積の影響が少ない区間Aは、とろ区間に

土砂は堆積しつつあるが、河川形態には大きな変

化は見られず、とろの割合が高く延長も長い。河

川形態に関わらず河床材料はm3材が主である。 
区間Bは元河床をm1材が覆い、土砂堆積が見

られつつあるが、水面幅に変化は見られない。 
区間Cでは土砂供給量が増え、河岸に砂が堆積

し洲が形成されている。とろの延長が短くなり、

早瀬や平瀬ととろが交互に連続し現れるようにな

る。 
区間Dは土砂堆積が見られ、河道の変化も見ら

れる。瀬淵が明瞭で河道の蛇行が認められるよう

になり、水面幅が縮小している。とろであった区

間に土砂が堆積して形成された平瀬が多くなり、

早瀬や平瀬の割合が各区間の中で最も高く、延長

も長い。 
最も堆砂の進んでいる区間Eでは、淵環境が変

化し、m2・m3材を主とする平瀬や早瀬等が形成

されている。河床勾配が急であるため、河道内に

堆積したm1・m2材は中小規模出水で流下し、

図-12 土砂還元後の瀬淵分布の変遷 

長安口ダム建設以前から変化の無い瀬  

白川ほか（2016）：長安口ダム堆砂対策における下流河川土砂還元
による稼働応答，土木技術資料
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たが、各領域における土砂移動形態や管理者が異なること
から、対象領域を大きく山地帯（土砂生産域）、河川区間
および海岸域に区分し、河川区間はさらに小見野々・長安
口・川口の各ダムの貯水池湛水区間（ダム域）とそれ以外
（河道域）に区分した。各領域における土砂動態の現状と
課題をまとめると、以下のようになる。
土砂生産域は、先述のように流域の90％を占め、度々大

規模崩壊を伴う土砂災害が発生している。土砂動態に関す
る情報はこれまで十分に得られておらず、各種砂防事業や
森林整備・保全が進められているが、それらの対象が広範
囲にわたり、その影響を評価するデータもほとんど蓄積さ
れていない。土砂生産・流出量やそれらの河道への移動過
程などに関するデータの収集とモデルの構築がようやく緒
に就いたところである。
ダム域では、先述のようにいずれのダムにおいても堆砂

が著しく進行し、長安口・小見野々両ダムでは堆砂除去が
継続的に実施されているが、大きく変動する流入土砂量に
見合った除去を確実に実施し有効貯水容量を確保すること
が課題となっている。2016年に変更された那賀川水系河川
整備計画では、下流への土砂還元を前提としたダムからの
適切な排砂管理に必要となる堆砂除去土砂運搬設備（ベル
トコンベア）の新設等が位置づけられ、早期の機能発現が
期待されるところである。川口ダムでは、2007年以降本格
化した長安口ダムからの土砂還元に伴い堆砂速度が増加傾
向にあることから、今後の影響を監視すると共に、土砂を
通過させる方策の検討が必要である。
河道域については、最上流域である小見野々ダム湛水区

間より上流域では河床上昇傾向の箇所がある一方で、小見
野々ダム下流域では砂州の減少がみられ露岩化・粗粒化し
た景観になっている。長安口ダム下流区間では、2007年に
ダムが国土交通省に移管されて以降、2023年３月までに
累計約1,700千㎥と国内では突出した規模での土砂還元が
実施されている〈写真─１〉。その結果、それまでの露岩
化・粗粒化された河道が砂礫を主体とし
た細粒分により河床上昇し、淵であった
箇所に瀬や砂礫河原が現れ景観が変化し
ている。河床材料の細粒化と共に川底に
堆積・付着した有機物が更新され、新た
にアユの良好な産卵場が創出されている
〈図─１〉。土砂還元後も過去に確認され
た魚種の継続的な生息が確認されている
一方、土砂還元との関係が明らかとなっ
ていない部分も多く、引き続き影響を監
視していく必要がある。川口ダムより下
流の中流域については、土砂還元の影響
は未だ顕著となっておらず、露岩化・粗
粒化が解消されていないことに加えて、

早瀬が少なく、平瀬や淵が多くなっている。河床変動量は
小さく、土砂供給が十分でないため、付着藻類の更新頻度
の低下や礫河原の減少によって、以前に比べて魚類が減少
していると言われるなど、動植物の生息・生育・繁殖環境
に変化を及ぼしている。直轄区間にあたる河口に近い下流
域では、ダムによる供給土砂量の減少に加えて砂利採取に
より平成の初め頃までは河床低下が進行したが、その後の
河床は概ね安定している。近年、みお筋の固定化・二極化
が進行し、一部に樹林化の進行による流下能力の低下や局
所洗掘による河川構造物の機能低下がみられる箇所が存在
するため、高水敷の設置や砂州地形の整正などの対策が採
られている。また、アユの産卵箇所数の減少や質の劣化が
指摘されている。
海岸域については、坂野海岸、今津海岸で海岸侵食が進

行しており、特に坂野海岸の北側２㎞では、汀線が最大25
m後退している。砂浜の減少により海岸の防災機能低下や
生物生息環境・漁場の変化等が懸念されており、両海岸で
は1961年から海岸侵食対策事業を実施している。一方、よ
り河口に近い中島港や富岡港では、高波浪等に伴う土砂堆
積による航路への影響から、維持管理のための航路浚渫を
実施している。今後、河道からの供給土砂量が増加するこ
とで、侵食域へのより効果的な土砂供給手法と合わせて航
路への堆積回避が求められることとなり、その検討のため

〈写真─１〉長安口ダム下流（小計地区）における土砂還元状況
（2023年７月14日撮影）

〈図─１〉土砂還元による河床の状態変化（小計地区）（引用元１）

置土の流下による効果(2)

武藤裕則：砂レキが復活し清流が流れる川づくり ~総合土砂管理の取り組み~ 
雑誌河川11月号，2023




